
編
集
室

○○○○○○○○

　

は
じ
め
不
安
顔
だ
っ
た
新
人
の
学
生
記

者
た
ち
も
、
上
気
し
た
顔
で
編
集
室
に
引

き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

  

「
大
学
て
こ
う
な
ん
だ
な
、
と
も
う
一

つ
の
大
学
ら
し
さ
を
実
感
」「
ざ
わ
ざ
わ

と
し
て
い
る
け
れ
ど
、
ど
こ
か
気
持
ち
が

ホ
ッ
と
す
る
。
共
犯
意
識
が
つ
く
る
仲
間

感
覚
か
な
」
…
…
。

　

ち
ょ
っ
と
興
奮
ぎ
み
に
。
２
時
間
て
い

ど
の
予
定
だ
っ
た
サ
ー
ク
ル
棟
潜
入
が
４

時
間
に
も
及
ん
だ
の
は
、
足
を
釘
付
け
に

す
る
「
何
者
か
」
が
潜
ん
で
い
た
せ
い
で

し
ょ
う
。昼
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
な
い「
ざ

わ
ざ
わ
」
感
。
あ
る
い
は
ヒ
ト
と
歴
史
の

シ
ミ
が
か
も
す
、
何
者
か
。

　

「
ハ
ダ
シ
デ
ウ
ミ
ベ
ヲ
ハ
シ
リ
タ
イ
」

―
―

69
年
１
月
、「
東
大
・
安
田
講
堂
」

に
籠
城
し
た
学
生
た
ち
が
残
し
た
壁
書
き

で
す
が
、
中
大
サ
ー
ク
ル
棟
も
、
負
け
て

は
い
な
い
よ
う
で
す
。「
壁
画
の
街
」
と

江
部
記
者
は
形
容
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
01
年
度
「
学
生
生
活
実
態
調

査
報
告
書
」（
学
生
部
）
に
よ
る
と
、サ
ー

ク
ル
参
加
率
は
や
っ
と
51
％
。
サ
ー
ク
ル

な
ん
て
、
と
背
を
向
け
る
傾
向
も
あ
る
な

か
で
、「
孤
愁
」さ
え
た
た
え
て「
燃
え
る
」

サ
ー
ク
ル
棟
…
…
。
本
文
を
お
読
み
く
だ

さ
い
。

　
　
　

（
広
報
課　

田
中
紘
太
郎
）
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私はいつも忙しい？
 最近の学生は忙しそうだ。授業やゼミだけな
ら今も昔も変わらないはずだ。
 アルバイトやサークル活動だけでなく、ボラ
ンティア活動、インターンシップ、ダブルスクー
ル等、キャリアデザイン関連だけでも大変な負
担になっているようだ。教員の側が、行政機関
やNPO・NGOでのインターンシップを単位化
し、維持するために四苦八苦するのは、職業柄
仕方ない面もある。ただ、本来ヒマな人間の代
表のように思われていた大学生の側が、これほ
ど忙しいのは、「異常な」状態に思われる。
　手帳の予定欄の空白を埋めて満足し、携帯電
話のアドレス帳に登録してある友人（？）の人
数を自慢している学生をみると、「これはヤバ
いな」という思いが先にくる。忙しさに身をま
かせていると、ものを考えなくなるからだ。40
台半ばという年齢からなのか、法科大学院など
の専門職大学院立ち上げに伴う学部改革の波に
巻き込まれているからなのか、最近はヒマな職

業のはずの大学教授も忙しい。手帳の予定欄が
１年先まで真っ黒に埋まっているのをみると、
絶望的な気分に襲われる。こういう時期にはも
のごとを深く考える余裕が失われているからだ。
　「忙しい」とは、まさに「心を亡くす」とい
う意味で、思考力そのものを喪失している状態
なのだ。20才前後の時期に「何ものでもない」
状態に耐えることが、つまり思考する状態にい
ることが、その人の存在の器の大きさを決めて
いく。かつてフランスの哲学者ヴァレリーは、
デカルトをもじって「時に私は思考し、時に私
は存在する」と述べたことがある。
　おそらく、21世紀になっても、人間はときど
き思考するその瞬間にしか「存在」していない。
逆に言えば、忙しさに身をまかせて自己に満足
している人は、「非存在」と化しているのであ
ろう。その意味では、手帳をびっしりと埋めて
いる学生たちは、本能的にこのことを察知した
うえで、自己の「存在証明」に勤しんでいると
も言える。だとすると、最近の学生も、教員が
思っている以上に、したたかな「存在」なのか
もしれない。

　広報委員　川原　彰（法学部教授）
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